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昨年10月から11月にかけて実施した「第3次三鷹

市基本計画（第2次改定）骨格案」に対するパブリックコ

メントでは、647人、6団体の方から824件のご意

見をいただきました。

主なご意見とそれに対する市の考え方は次のとおり

です。

◆近所で買い物ができるように、市内にある小売業を育

成・保護して欲しい。

⇒「商店街の活性化及び商店街を中心としたまちづくりの推進

に関する条例」に基づき商店会を支援するとともに、「商業

の活性化の推進と支援」の中で取り組みます。

◆東京外かく環状道路計画について、大深度地下方式と

しても、周辺住民に及ぼす健康被害は避けられないた

め反対する。

⇒国および東京都へ提出した意見書等を踏まえた環境整備や

安全・安心のまちづくり等が進むよう、ワークショップな

ど市民参加の導入を要請しており、今後も、市民および関

係機関と協働で取り組みます。

◆近未来に予想される大地震対策について、プロジェク

トとして明示すべき。

⇒災害に強いまちづくりは、最重点プロジェクトに掲げる「安

全安心のまちづくり」、「都市の更新・再生」における重要な

課題であり、重点的・総合的な取り組みを進めます。

◆家庭ごみの有料化は、市民の理解を得ながら検討して

欲しい。

⇒ごみ減量・有料化検討市民会議の答申内容を踏まえ、有料

化の実施に向けて、具体的な内容や時期等について慎重に

検討を進めます。

◆障がい者が日常的に気軽に意見・要望などを届けるこ

とができるような総合的な相談窓口を市役所内に設け

てほしい。

⇒庁舎内に福祉総合案内を設置するとともに、相談サロンの

拡充や地域包括支援センター、子ども家庭支援センター、

障がい者支援センターと連携した取り組みを進めます。

◆小・中一貫教育校については教員が多忙になったなど、

成果だけでなく課題についても明確に示して欲しい。

⇒「小・中一貫教育校の全市展開」に先立ち、検証委員会によ

って「にしみたか学園」の取り組みにおける評価・検証の中で

成果と同時に課題と改善点も明らかにしています。

◆南部図書館の民間施設の活用に反対である。

⇒「南部図書館（仮称）の整備」の中で市内の公益法人が有する

施設を活用する方向で公立図書館として計画期間内に整備

が可能となるように検討を進めていきます。

「基本計画（第2次改
定）骨格案」に対する
パブリックコメント

の結果をお知らせします
企画経営室@内線2113・2114・2151問�

○外国籍市民等が暮らしやすいまちにするため、英語版等のホー
ムページ、広報紙（MITAKA CITY NEWS）の充実を図るととも
に、外国語版生活ガイドを定期的に発行します。
○生活が多様化する中で、仕事と生活の調和（ワークライフバラ
ンス）のとれた社会を実現するための啓発・支援を行います。

今回とりまとめた「第3次三鷹市基本計画（第2次改定）素

案」の全文、骨格案に対していただいたご意見とそれに対

する市の考え方などは、企画経営室（市役所3階）、相談・

情報センター（市役所2階）、市政窓口や市民協働センター

で配布しているほか、市のホームページ「パブリックコメ

ント」からご覧いただけます。

第3次基本計画（第2次改定）「主要事業」の内容とスケジュールの概要

世界に開かれた
平和・人権のまちをつくる

第１部

○「いつでも、どこでも、誰でも」が、ICTの活用により、「豊かさ、
便利さ、楽しさ」を実感できる地域社会（ユビキタス・コミュニ
ティ）の実現を目指し、基本方針に基づく事業を推進します。
○三鷹駅南口中央通り東地区（三鷹センター周辺・文化劇場跡地）
の一体的な再開発事業の推進について、地元協議会の動向を踏
まえつつ、UR都市再生機構およびñまちづくり三鷹との連携
を図りながら事業化に向けた具体的な検討を進めます。

魅力と個性にあふれた
情報・活力のまちをつくる

第2部

○道路の整備にあたり、歩道の段差解消、電線類の地中化や電柱
の移設等を推進するとともに、歩道や沿道に「ほっとベンチ」を
設置するなど、バリアフリー化を推進します。
○東京外かく環状道路計画については、現在、国および東京都へ
の意見書等を踏まえた環境整備や安全・安心のまちづくりが進
展するよう、ワークショップ形式など市民参加を可能とする手
法の導入を要請しており、今後も、市議会の意向も踏まえなが
ら、市民および関係機関の協働によるまちづくりが進むよう取
り組んでいきます。
○市民緑化支援事業の充実を図るほか、ガーデニング講習会やガ
ーデニングコンテストの実施など、花と緑のまちづくり事業を
推進します。また、こうした取り組みを全市的な緑化運動とし
て展開していくために「花と緑のフェスティバル」を開催します。
○東京都による新たな被害想定の公表、最近の実災害の教訓を踏
まえ、地域防災計画の改定を行い、計画に示した取り組みを推
進します。
○コミュニティバス事業基本方針に基づき、地域特性に合わせた
コミュニティバスの運行を進めます。また、ルートの見直しや
運賃の低料金化など「みたかバスネット」の構築を推進します。

安全とうるおいのある
快適空間のまちをつくる

第3部

推
進

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

推進

更
新
・

発
行更新・発行外国語版

生活ガイドの発行

仕事と生活の調和
（ワークライフバ
ランス）の実現の
ための事業の推進

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

更新・発行

推進

支
援

都
市
計
画

決
定

事
業
計
画

認
可

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

検討・協議
・都市計画
決定・事業
計画認可

策
定
・

推
進

基本方針（案）
の作成

ユビキタス・コミ
ュニティ推進基本
方針の策定と推進

三鷹駅南口中央通
り東地区再開発事
業の支援
（事業費：約2億2
千万円）

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

策定・推進

検討・協議

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

検討および
国等への要
請

整
備11,120m

バリアフリーの道
路づくりの推進
（事業費：約1億2
千万円）

東京外かく環状道路
計画に対する検討と
国等への要請

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

整備する路
線の総延長
16,280m

検討および
国等への要
請

検
討

準
備

開
催

花と緑のフェ
スティバル検
討・準備・開催

花と緑のフェスティ
バルの開催

改
定

実
施

地域防災計
画の改定・
実施

地域防災計画の改
定・実施

見
直
し
・

運
行見直し・運

行

コミュニティバス
事業基本方針（み
たかバスネット）
の推進

コミュニティ
バス事業基本
方針策定
見直し・運行

検討および国等への要請

○新ごみ処理施設は、新ごみ処理施設整備基本計画に基づき、ふ
じみ衛生組合を事業主体として、平成25年度稼動を目指します。
○家庭系ごみの分別収集の効果の検証をさらに進めるとともに、
有料化の実施に向けて、具体的な内容や時期等について慎重に
検討を進めます。
○震災時の安定給水を確保するため、耐震性の劣る普通鋳鉄製配
水管をダクタイル鋳鉄管に布設替えします。
○都市型水害対策として、浸水被害が多く発生した地区を中心に
雨水管や貯留浸透施設の整備を行うとともに、都市基盤の再
生・再構築に取り組みます。

人と自然が共生できる
循環・環境のまちをつくる

第4部

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

検討・実施

環
境
影
響

調
査

都
市
計
画

手
続

実
施

設
計

工
事

着
手環境影響調

査実施

新ごみ処理施設の
整備（一部事務組
合事業）

家庭系ごみ有料化
の検討・実施

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

建設

検討

推
進

経年管の取
り替え

経年管の取り替え
（事業費：約20億5
千万円）

92.6％

中原地区完了
中仙川、井の
頭、新川地区
事業着手

都市型水害対策の
推進
（事業費：約21億8
千万円）

中原地区事
業着手

検討・実施

中原地区

中仙川・井の頭・新川

○専任の案内スタッフ等による福祉総合案内でのサービスを、高
齢者や障がい者などに配慮して充実します。また全市的な相談
体制の強化とネットワーク化を図っていきます。
○地域ケアネットワーク・井の頭を中心に活動の充実を図るとと
もに、ほかの地区でも新たなネットワークづくりを進めます。
○第2期障がい福祉計画（計画期間平成21～23年度）を策定します。
策定にあたっては、障がい当事者を含む広い分野の委員からな
る検討市民会議等を設置し、協働で検討を進めます。
○特定健康診査・特定保健指導により、内臓脂肪症候群（メタボ
リックシンドローム）に着目した生活習慣病予防を図るととも
に、健康相談・健康づくり事業等を通して疾病予防など市民の
健康保持増進を図ります。

希望と安心にみちた
健康・福祉のまちをつくる

第5部

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

事業の充実
地区の拡充

実
施検討

福祉総合案内の
充実

地域ケア推進事業
の拡充

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

実施

実施

推
進 第2期計画

の策定
計画の推進「障がい福祉計画」

の推進 推進

推
進推進

健康診査等による
生活習慣病予防の
推進

実施

事
業
の
充
実
・

地
区
の
拡
充

○子ども・子育てに関する施策の重点化や施設の整備・充実につ
いての方向性を示すものとなるよう検討し、「子ども・子育て
ビジョン（仮称）」を策定します。
○複合施設である中央保育園および母子生活支援施設について
は、速やかに仮園舎および仮施設の建設を行うとともに、新施
設の整備計画を早急にまとめ、平成21年度末を目途に整備を行
います。
○保護者や地域住民が学校運営に積極的に参画する「コミュニテ
ィ・スクール」を取り入れた小・中一貫教育を推進し、市内す
べての小・中学校で小・中一貫教育校を開設します。
○学校施設については、耐震診断結果を踏まえて計画的な補強工
事を行います。また、東台小学校については、建替えを行いま
す。

いきいきと子どもが輝く教育・
子育て支援のまちをつくる

第6部

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

整備

調
査
・

研
究 策

定調査・研究
「子ども・子育て
ビジョン（仮称）」
の策定

中央保育園および
母子生活支援施設
の建替え
（事業費：約7億6
千万円）

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

策定

調査・検討

実
践
・
検
証

実
践
・
検
証
・
開
設（
一
中
学

区
・
六
中
学
区
・
七
中
学
区
）

実
践
・
検
証
・
開
設（
三
中
学

区
・
四
中
学
区
・
五
中
学
区
）

実
践
・
検
証開設・検証

・拡大
小・中一貫教育校
の全市展開

モデル校開
設の実践
（二中学区）

三
小
　

東
台
小
体
育
館

一
中
　
五
中

羽
沢
小

二
小

12校実施

学校施設の耐震補
強工事
（事業費：約25億3
千万円）

五小・六小
・中原小

調
査
・
計
画

設
計
・
工
事

完
成

平成23年度
完成に向け
た建設工事

東台小学校校舎建
替え工事
（事業費：約20億2
千万円）
※平成22年度まで
の事業費

検
討
・
準
備

現
校
舎
解
体

仮
設
校
舎
へ
移
転

新
校
舎
建
設

○「民学産公」の知的資源を活用したNPO法人三鷹ネットワーク大
学推進機構との連携により、幅広い人財育成や総合的な生涯学
習環境の整備を進めます。
○新川・中原地域に整備する予定の南部図書館（仮称）について、
市内・近隣の大学・研究機関などに行った知的資源の地域開放
における調査の結果を踏まえ、市内の公益法人が有する施設を
活用する方向で公立図書館として計画期間内の整備に向けた検
討を進めます。
○「みたか・子どもと絵本プロジェクト」の特色ある拠点として、
国立天文台1号宿舎の保存活用等により「星と森と絵本の家（仮
称）」を整備します。
○スポーツを中心とした総合的な健康づくりの推進の拠点となる
総合スポーツセンター（仮称）の建設に取り組みます。今後は、
建設地や施設のあり方および民間の資金・能力を活用する手法
を含めた整備手法について検討を進めます。

創造性と豊かさをひろげる
生涯学習・文化のまちをつくる

第7部

○事務局に市民スタッフを配置するなどの協働運営方式へ移行し
た市民協働センターについて、今後は、協働ネットワークの拠
点としての機能を十分発揮するよう、現状と課題について検討
を進めながら、協働のまちづくりの実現を目指した取り組みを
進めていきます。
○既存の公共施設の維持管理全般について、コストを抑えつつ効
果的な保全整備の実施による長寿命化を図るとともに、今後の
公共施設の再配置等のあり方も検討し、ファシリティ・マネジ
メントの推進を図ります。

ふれあいと協働で進める
市民自治のまちをつくる

第8部

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

南部図書
館（仮称）の
整備

推
進

運営
（H17設立）

三鷹ネットワーク大
学との協働の推進

南部図書館（仮称）
の整備

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

設立・運営
・推進

調査・研究

設
計

設
計
・
整
備

整
備
・
運
営

運
営整備・運営

星と森と絵本の家
（仮称）の整備（国立
天文台1号宿舎の
保存・活用）
（事業費：約1億3
千万円）

調査・研究

調査・研究

調
査
・
研
究

検討・
見直し

総合スポーツセン
ター（仮称）の建設

検討・整備

中期達成
状況

（18年度末）

後　期

推進

運営体制の
検討

市民協働センター
の運営

ファシリティ・マ
ネジメントの推進

19 20 21 22

計画期間
（平成22年）
の目標

市民協働セ
ンターの協
働運営の実
施・拡充

推進
推
進

協働運営体制の
実施・拡充

企画経営室蕁内線2113・2114・2151問�
パブリックコメント�

七
小
　
大
沢
台
小

南
浦
小

主なご意見 ⇒以下は市の考え方


